
（様式１）                                令和６年度 稲城市立長峰小学校 授業改善推進プラン全体計画 
                                                                                                                  令和６年８月作成 

 
  日本国憲法・教育基本法・学校教育法・関係法規等 
  学習指導要領 
  東京都教育委員会教育目標 
 稲城市教育委員会教育目標 
  第三次稲城市教育進行基本計画 等 
 

 
 
 

 
学校の教育目標 

 
     ○元気な子 
      ◎思いやりのある子 
      ○進んで学ぶ子 

 
 
 

 児童・生徒の実態 
（１）学校生活の様子 
  ・学習…学力は二極化している。集中して努力する児童も多いが、継続し 
    ないことがある。自己表現（話すこと）が課題である。 

  ・生活…明るく素直な児童が多いが、落ち着きがない児童もいる。 

（２）家庭での傾向 
  ・家庭学習時間…全体的に少な目である。 
  ・睡眠時間…早寝早起きができる児童が多いが、改善を要する児童もいる。 

       朝起きられないため、遅刻する児童がいる。 

（３）保護者・地域の実態 
  ・学校に関心が高く、協力的な親が多い反面、関心の薄い親も多い。 
 ・両親ともに就労している家庭が多い。 

  
 
 
   

  
  

学校経営方針(学力向上にかかわる要点) 
学習プロジェクトを中心に基礎的・基本的事項の定着を図る。 

○課題別・習熟度別学習、個に応じた指導、グループによる指導、補
充的発展的な学習の充実  

○問題解決的な学習を通して、学ぶ意欲や学び方、考える力の育成 
○本物との出会い、体験活動の実践 
○授業改善推進プラン、年間指導計画、週案による指導の改善と工夫
○音読や基礎的・基本的な内容の習熟、読書への取り組みの充実  
○認め励ます評価、評価規準を生かした評価方法の確立 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 各教科の指導の重点 
○ゲストティーチャー等の本物との出合いを通して学ぶ活動
を年間指導計画に位置付け、週ごとの指導計画に基づき意図
的・計画的に推進し、児童一人一人の学習意欲を高め、主体
的に学ぼうとする態度を育てる。 

○学習指導要領の趣旨を理解し、習熟度別学習や、個別指導の 

 充実などを通して、基礎的・基本的な学力の定着を図る。特
に言語活動・計画的な音読、反復学習、辞書や地図帳・ICT

の活用を積極的に取り入れる。 
○問題解決的・体験的な学習を取り入れ、習得した知識・技能 

を活用し、自らの課題を探求する力の育成を図る。授業を通 

して柔軟な思考力、確かな判断力、豊かな想像力・表現力を 

育む。 

○目標に準拠した評価についての共通理解、研究を深め、指 

導と評価の一体化を図る。授業改善推進プラン、授業参観 

や学校公開、OJT等を通して授業改善に努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

   

道徳の指導の重点 
○道徳教育の全体計画や別葉に基づき、教育活動全体を通して自
他の生命を尊重する心や、思いやる心を育てるとともに、保護
者・地域・関係諸団体と連携し、我が国の文化や伝統を大切に
し、すすんで社会に貢献しようとする態度を育てる。 

○日々の授業改善を通して、自己肯定感を高め、主体的に学習に
取り組む児童の育成を目指す。 

○道徳科の時間においては、自分とは異なる考えに接する中で自 
分の考えを深められるように、書いたり、話し合ったりする表 
現活動を充実させる。様々な形態で話し合いを充実させること 
により、道徳的価値や自己の生き方について多面的・多角的に 
考えが深められるよう指導を工夫する。 

  

 
 

 
本校における「確かな学力」のとらえ方 

●取組目標（成果指標）評価方法 
 
  ただ単にテストができる（知識・理解面ができる）というのではなく、それ 
 に加えて、特に学習面の以下の内容の力をもっていることを「確かな学力」と 
 考える。 
  ①自分の力で課題を見いだし、主体的に学習する。 
    ●興味・関心がもてる ●自分自身で学ぶ姿勢をもっている 
    ●学習方法を知っている 
  ②チャレンジする心で、集中して粘り強く学ぶ。 
        ●やってみようという挑戦する心 ●やり遂げることができる強い心 
        ●黙々と学習することができる粘り強い心・忍耐力 
  ③自分の考えを相手に伝えられる表現力を身に付けている。 
    ●自分の思いを話す  ●順序立てて話す 
    ●聞く姿勢との一体化 ●相手を意識した話し方 
  ④基礎的学力を身に付け、課題を探究できる。 
    ●生活の場面から学習を意識する 
    ●習得した知識を活用し課題を探究する 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  特別活動の指導の重点 

○様々な手段活動を通して課題を見いだし、解決するための方 
法や内容を話し合い、実践しようとする力を育てる。 

○児童会・委員会・クラブ活動、学校行事を通して集団の一員 
としての自覚をもたせ、所属感や愛校心を育てる。 

○異学年集団の充実を図り、行事などの交流を通して、互いを 
思いやる心や目上を敬愛する心を育む。 

○集団の一員として、よりよい生活や人間関係を築こうとする 
自治的な話合いの力を育てる。 

  総合的な学習の時間の指導の重点 
○自ら設定した課題の解決に向けて、習得した知識を活用し、
追究する深い学びの過程を実現する。他者との協働的な学習 
活動と対話的な学びを充実させる。 

○児童自ら課題を設定し、主体的・探究的なプロセスを意識し
た学習活動を行い、汎用的能力を育成する。 

○地域の人材や里地里山、学校林等の身近な自然や施設等の活
用を意図的・計画的に取り入れながら、地域の課題を解決す
る学習活動を行う。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

     
  生活指導の重点 
○自主的・自律的な生活習慣の定着、集団の一員としての自覚  
○共通理解を基に個に応じた指導・支援による規範意識の育成、特別支援教育の充実 
○あいさつの習慣化 ○安全な生活を送ろうとする態度・実践力の育成 
○不登校・いじめの未然防止 ○保護者・地域・関係諸団体との連携  

 
 
 
 
 

  ESD（持続可能な社会づくりの担い手を育む教育）の視点 
○変化の多い社会の中で、未知の状況に対応し、他者と協働することで課題を解決できるようにな
るために、ESD の理念を生かし、各教科、領域の目標を概念的な知識を身に付け、学び合う中
で達成できるようにする。 

今年度の授業改善に向けた工夫 
 （１）指導内容・指導方法・学習形態の工夫 （２）教育課程編成上の工夫 

 ○年間指導計画に基づく教科指導と評価、改善 ○学習指導要領の趣旨 ○音読や計算の家庭学習 
 ○基礎・基本の定着 ・朝の時間の活用（音読･書く･計算･読書） ・算数習熟度別指導の充実 
  ・専科の学習の充実 ・辞書の活用 ・学期末漢字計算テスト ・ベーシックドリルの活用 
  ○目的をもって主体的に学ぶ学習経験（触れる・かかわる・続けるを意識した体験活動）・問題解決的な学習 
  ○地域を生かした学習の推進 ○外国語活動・外国語の充実（講師・ALTの活用）  

 ア家庭学習の啓発・推進 
 ○学校だより・学年だより、保護者会等で、家庭生活と学習との関連を十分に説明する。 
  ○学校経営方針の具体的な説明による保護者への意識付けを行う。（学校説明会/プレゼン/ホームページ） 

 
 
 
  

イ指導内容 
  教材開発 
 

○児童の実態に基づいた教材の開発、家庭学習の内容の充実 
○地域・外部人材を最大限活用する教材の開発  
○考える力、伝え合う力を重視し、言語活動を意識した学習内容の充実  

（３）問題解決能力育成上の工夫 
  ○見通し、振り返りを伴う問題解決学習・言語活動(考える力・伝え合う力の重視)を計画的に取り入れる。 
 ○児童の課題意識を重視した問題解決的な学習を随時取り入れる。思考力を鍛える展開を盛り込む。 
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習熟度別指導等 
 

○算数を中心に習熟度別学習集団による学習の定着（３~６年） 
○算数のTTによる指導の充実（１~２年）○評価方法の改善  

○モジュール学習の充実 

（４）校内研究・研修の工夫 
 ○自己申告、学級・専科経営案、週案による評価、反省 ○校内OJTを活用した研修の充実  

○これまでの研究を生かした校内研究授業及び協議会の充実 
  ○若手育成研修の実施による、個々の教員の資質向上    

 ○教員の資質・能力向上のための課題に応じた外部講師による校内研修 

タブレット端末 
ICT活用等 

○タブレット端末、ICT機器を活用した学習の充実（教室での利用/ICT機器の活用） 
○学年別のスキル一覧を基にしたスキルアップ 〇タブレットを活用した家庭学習 
○双方向の活用や協働学習 

板書・机の配
置等 

○効率的な机の配置の工夫       ○OSの利点を活用した有効活用 
○計画に基づいた板書の実践     ○本時のめあて、振り返りを大事にする授業 

（５）評価活動（教師による評価、児童・生徒による評価、保護者等による評価）の工夫 
  ○評価規準の検討・作成 ○内部評価をもとにした外部評価への改善  ○外部評価の日常化と迅速な改善 
○外部評価の教育課程への反映 ○評価結果の公開（学校だより・HP） 体験学習等 

その他 
○「チャレンジ」「かかわり」「感動」を大切にした教育活動の具現化－地域・外国
の方から学ぶ（生き方を学ぶ）、本物から学ぶ  

○地域の特色・教育力の活用 
（６）家庭・地域社会との連携の工夫 
  ○学校支援コンシェルジュの活用  ○地域の人材・自然・文化等の積極的な活用と発掘。 
 ○学校公開による教育活動の理解  ○ホームページの充実 ○「学校２０２０レガシー」への取組    



   


